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は じ め に
平成元年3月 告示の学習指導要領による教育が3か年の移行期を経て、平成4年4月 から実
践に入 っている。






な観点をおさえながら、 「社会の変化に自 ら対応できる心豊かな人間の育成を図る」 ことを目
指 していることにも深 く関係 しているものと考え られる。とりわけ教育課程審議会答申の改善
のねらいの中で 「思考力、判断力、表現力などの能力の育成を学校教育の基本に据えなければ
ならない」 と示 している点が重要であるということができよう。




ここに示 された2っ の観点を算数科教育 においては、どのような方向において展開し実践 し
なければならないのだろうか。
この稿においては小学校における統計的考察のもっ意義 にっいて研究することを意図 し、(1),




をより充実 させるため、 「われわれ教育者 は、情勢を適確に把握 し、自ら考え正 しく判断 し実
践でき得 る子 どもを育てることが課せられた責務であろう。
現在あらゆる分野か らの情報がわれわれの身のまわりに迫ってきている。 これらの情報をい
かに処理 し、 どのように考え、判断して対処 していくかが重要な課題 となるだろう。
「未来を創造す るのは、統計によらなければならない」 ことを具体化す ることに視点を置き
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ど、われわれの生活に密着 し利用 され統計的に処理 されている内容が数多 くみられる。このよ
うにみると、われわれの日常生活における統計的考察のもっ意義は極めて大 きいものがあると
考えることができよう。
したがって、算数科教育改善の観点 にみ られるように、 「情報化など、社会の進展に適切に




今回改訂の学習指導要領算数科 における数量関係領域の 「統計的な処理」 として、次の内容
がみられる。
「偶然によって左右 され、1っ1つ には何の法則 もないようにみえる事象にっいてみるとき、
そこにある関係や傾向、法則などをみい出したり、そこにある事象にっいて正 しく判断したり、





(1)問題や目的を明確にしなが ら、 これに合 った資料を収集する。そして適切な数量化を図
るようにする。













ら、それらを考察することのできるように統計的な見方 ・考え方の生 きて働 くことのできる力
を育成することが必要になるだろう。
小学校算数科における統計指導においては、他の教科 と異なり、統計の基本的基礎的な指導
を行 うため、 目的に応 じて資料を集め、そのねらいに応 じた分類や整理ができ、さらに表やグ
ラフに表現 し、事実を正 しく認識 して、その上に立 って考察 し、客観的合理的な正 しい判断が
できることの統計の初歩的技能を、統計的な見方 ・考え方 として見にっけ育てることが基本的
な能力の育成 とが考えることができる。
この2つ の指導を通 して身にっいた知識 ・技能が他の教科 ・領域において問題解決に生かさ
れることに意義があると考えることができる。






これと同等に、基本的に 「よみとる力に」よって、創造する知性が育て られ、この過程 にお























内容の 「A.数と計算」(1),オにおいては簡単な事柄を整理 して表やグラフの形 に表 した り、
それらをよんだりすることができるようにする必要がある。
これまでにも、 ものの数を調べることと関連 して、対象を分類 したり、それ らを整理 したり
する経験をしている。
また、簡単な1次元の表にっいても学習 してきている。これ らをもとにして、この単元では、
「たまあてあそび」 「たん じょう日しらべ」 「天気 しらべ」のような子どもたちの身近 な事が
らにっいて、 これを記録 したり整理 して表やグラフの形に表 したりすることを指導 し、統計の
初歩的な考え方を身にっけさせるようにするのが主なね らいとなる。
第3学 年D,(2)
(2)資料を表やグラフで分かりやす く表 したり、それ らをよんだりすることができるように
する。


















を決あ、その条件に合 う資料を集め、 これを分類 したり整理 したりして表に表 し、集団全体の
特徴をとらえるという一連の指導を行い、その過程で統計の考えが養われていくのである。
また、資料をグラフで表すことによって、特徴をとらえやす くすることもできる。
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処理 して行 くために統計的な手法を用いることが大切であると考えられる。






1.あ らゆる場面 に氾濫する様々な情報を正 しくよみとる能力が必要 とするという認識をさ
せるとともに、統計に関する基礎的な概念や知識を理解させること。












2.ものごとを全体または集団として観察 した資料を分類 ・整理 したり、目的に応 じて表や
グラフに表 したりして、その特徴や傾向をとらえて、 日常生活に生かそうとする。




類 ・整理」に関 しては、学習指導要領第3学 年の数量関係領域の内容 として、D.(2)「日時 ・
場所などの簡単な観点から、分類 したり、整理 したりすること」 と示されているが、(前 述の
学習指導要領にみる統計指導の基本的内容 として記載)算 数科における 「分類 ・整理」につい
ては、第1学 年から系統を追 って指導することになっている。
第1学 年では、おはじきを色別に分けることやたま入れゲームで結果を記録する必要性を感
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・正の字 を用いて記 録 し、
それを一次元 の表 に整理
す る
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・辺の長 さ と面積 の変 わ り








い う 数 1 2 3 4 5
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グ ラ フ
2年 3年
きろ くとせ い り
・○を用いたグラフの
表 し方と読み方
表 と グ ラ フ
・ぼ う グ ラ フ の 用 語 と そ の 読 み 方
1目 盛 り 、1,2,5,io,100
・ぼ う グ ラ フ の 表 し方































































・最小 目盛 りが2 ,5,10,100などの棒 グラ フの表 し方 とよみ方
・1目 盛 りの大 きさ
・1目 盛 りの%の 大 きさb














統計の指導で最 も大切なことは、明確な課題に対する意識を もたせることか ら始まる。
目的があるか らこそ、資料の種類、収集や記録の方法S収集の日時な決定 されるのである。
資料の収集方法や対象などすべてを学習することは無理があると思われるが、常に子 どもた



































子 どもが目的意識をもちやす く、また、子 どもが常に学習活動に積極的に意欲をもっと
もに、その意欲を持続することができるもの。
2.資料が集めやすく、 しかも子 どもに取 って身近にあるもの。













また、観点がいくっかある資料の中か ら、子どもが自分の目的に合 うものを選んで行 く能
力が育つと同時に、資料を処理する活動を通 して多様な見方 ・考え方を活用することの能
力と態度が育っ ということができる。
第3学 年 「表 とグラフ」の単元目標にっいては、前述の通 りであるが、 この学習での素材の











日曜 日の午後2時 から30分,家の前で交通 しらべを しました。
きろ くの 「正」 は、5を あ らわ してい ます。
一 丁 下 丁F正
ト ラ ッ ク
バ ス
じょうよう車
オ ー ト バ イ















ような表がよい」 といった完成 した ものを(◎ のよ
うな表)示 すのではな く、最初は、子 どもたちに自














の り も の 数(台)
ト ラ ッ ク 6
バ ス 3
じ ょ う よ う車 10
オ ー ト バ イ 9
じ て ん 車 17
合 計 45
◎交通 しらべ
の り も の 数(台)
じ て ん 車 17
じ ょ う よ う車 io
オ ー ト バ イ 9








「伸ば したい統計的な見方と考え方」と 「指導の内容」との2っ の観点か ら、 この問題 にっ
いてみてみることにする。
(1)子どもたちに身にっけ育成 したい統計的な見方 ・考え方。
① 身近かなところにあるものごとを資料に基づいて筋道立てて考え ようとす るとき、
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「何を解決 したいのか」の明確な目的意識をもち、進んで資料を収集 し、数量化 したう
えで、 これを用いることができるようにする。
② 資料を分類 ・整理 したり、目的に応 じて表やグラフに表 したりすることによって、そ
の特徴や傾向をとらえて、 日常生活に生かそうとする。
③ さらに、収集 した資料を検討 し、できるだけ信頼度ある資料を用いたり、資料の信頼
度を考えて判断 し処理 したりする。
② 指導の内容




るものや、実験によるデーターや、ア ンケー ト、記録 された書類などの調整によるものな
どが考え られよう。
また、それぞれの記録 も子 どもたちの発達段階や学習経験によって異なるものであ り、




































目 標 Dの㈲、簡単な場合にっいて資料の散 らばりを調べまると、統計的な考察を したり、表現 したりする能力を一層伸ばす。
ア、度数分布を表す表やグラフにっいて知ること。
学 具 体 例
習 内 容 学 習 内 容 第 一 次 第 二 次
素 材例
目 的





























て、番号6号 の児童 の体 重32.0、








6 32.0 ω 刈 一 軸QA◎}o◎ べo
記 録
・ある特定な価値の全体から見た位置を知るには口平均を ・どう した らそれ がわか りや すいだ ろ うか。 。数の代わりに○印をつけてみよう。






る。重 い順 に並 べ る。
よ くにた体 重 のい くつ か りグル ープを作 り、 どの グル ー
プに入 るか調べ る。





・数直線 を使 うとうま く並 べ られ るこ と。 ・重 い順 に並 べて みよ う。 いだ ろ うか。































め ・柱状グラフの横軸は連続量であること。すき間をあけな 表1 未満 という意味。 うか。たてに目盛りをっけて人数を表 したらどうか。




2627 τF4 25kg以上24kg未 満 6
る 区間いっぱいにぬりっぶ2728 0 5
すこと。25kgは入る24kgは入 らない
・資料から適当な階級を作 り、落ちなく重なりなく度数を 4 すきま間をあけない。
求めて度数分布表を書 くことができる。 ・資料の表1の度数 は分布表を比較させることから度数表
3 横軸の目盛りの取り方を
一区切りごとに。
技 能 ・正 し く柱状 グ ラフを書 くことがで き る。 の よ さを知 らせ る。 2 22～24、24～26と発展 さち らばりの言葉や意味を理解 させる。 i 冗 せる。
0.5kg、2㎏、5kg、10kgに区切 っ た時 に度 数 分布 表 を
作り、それらを比べ、2kgずっを区切った表が最もよい 222426283032343638
ことを知 る。
・何㎏以上何kg未満の人数が最 も多いか。 ・29㎏～30㎏の人数 が最 も多 い。 ・棒グラフと柱状 グラフのちがいがわかり、全体のちらば
よ ・平均と度数分布表の関係。 ・平均 もこの段階 に入 ってい る。 りを読 み とる。












































電気機関車 252 92 93 88 103 74 35
ディー ゼル糲 車 232 345 281 2'8 229 265 139
電 車 4,973 6,638 6,186 6,305 6,912 6,993 5,903
デ イ ー ゼ ル 601 216 67 23 6 46 42
客 車 162 425 322 235 424 313 256
貨 物 車 11,590 5,025 5,218 2,797 2,797 2,306 ::












































































・い くっか ま とま った グ ラフか ら、複 合的 な傾 向な どよみ
とる ことがで きなか った。
・表 や グラフか ら、 今後 の傾 向を予 測す る ことが で きる。
・各グループか ら問題点 と作図の結果を発表させ検討する。
・折れ線グラフか ら将来の予想が読み取れ ることに気づかせる。









































考 え た ことを記号 な どを使 って記号 にす る。(記 号1,2,











し、Aを 固定 した場合、Bを固定 した場合… というよう
に順序よく考えることがで きる。





出して、3け たの数を作る時、何 とおりの数がで きるだ
ろうか。
・カー ドの中か ら3っの数字を選んで3け たの数字を考え
られるだけ作る。
・それをノー トに記録する。























てみ よ う。で き るだけ順序 よ く書 いてみ よ う。




























1°鞭 鸞 款 攀 う゜ 繝 に表してみる゜
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お わ り に
統計教育は、人間としての行動決定にいたる過程を身にっけることを教育内容 としていて、
一人ひとりの学習者が活動すること、すなわち一人ひとりが生きる教育的実践的活動を重視す
るが、 「自らが考え、正 しく判断 し処理するためには、多 くの情報をどのように自分の目的に
合わせ選択 し、収集 し、分類整理、判断 していくかが重要になると考える。
統計教育は、統計的なみ方や考え方、さらに処理とその技能を、教科領域に即 して子どもた
ちに身にっけさせる教育的作用でもある。
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